
阿部先生と國井先生より、これまでの経験を踏まえ、福島県の教育現場で

の対応と、現在取り組んでいる放射線教育についてご紹介頂きます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日：平成２９年１１月８日（水）18：00～20：00 
 
会 場：TKP ガーデンシティ渋谷 カンファレンスルーム 4B 
 
募集人数：30 名程度（参加費無料） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

福島県教育庁 義務教育課 指導主事  

福島県教育センター指導主事を経験し、震災当時は、福島大学附属小学校

で６年生を担任。その後、同校の教務主任、主幹教諭を歴任し、小中一貫

教育推進校であるいわき市立田人小学校の教頭を務める。現在は福島県教

育庁義務教育課の指導主事として、放射線教育の担当をしている。 

 

福島県教育庁 高校教育課 県立高校改革室 

福島県教育庁県北教育事務所・義務教育課の指導主事を経験。義務教育課で

は震災直後の放射線教育・防災教育等を担当し、事業の立ち上げや指導資料

の作成を担当。平成２７年度から２年間、富岡町立富岡第一中学校の校長を

務め、避難先の学校経営を担う。平成３１年度開校予定のふたば未来学園中

学校（仮称）の準備対応にあたっている。 

≪事務局・お問合せ先≫ 

平成 29 年度放射線健康管理・健康不安対策事業委託事務局 

公益財団法人 原子力安全研究協会 放射線環境影響研究所  担当：菊間、小野原 

電話：03-5470-1994   FAX：03-5470-1990 

阿部洋己先生 

國井博先生 

皆様のご参加、 

心よりお待ちして

おります！ 

別添 



プログラム詳細 
時 間 内    容 

18:00 ～

18:05 
開会 

18:05 ～

18:35 

（30 分） 

情報提供「福島県の放射線教育」 

提供者：國井 博（福島県教育庁義務教育課）  

 
○放射線教育の現状等 

○今後に向けての取組 

18:35 ～

19:55 

（80 分） 

演習「学校における放射線への対応から」 

講師：阿部 洋己（元 福島県富岡第一中学校校長） 

        （現 福島県教育庁高校教育課） 

   杉浦 紳之（原子力安全研究協会） 

 【話題提供】 

○東京電力（株）福島第一原子力発電所事故を振り返る 

○福島県内の教育現場での実例紹介、県外の教育関係者に知ってもらいたいこと 

【グループディスカッション】 

○以下のような状況が発生した場合、どのように教師として対応していくか。 

（事例）・子どもや保護者等から放射線に関する対応について問われた場合 

・自主避難者の児童・生徒に対する嫌がらせが発生した場合、等 

19:55 ～

20:00 
アンケート記入・閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜会場案内＞TKP ガーデンシティ渋谷 カンファレンスルーム 4B（東京都渋谷区渋谷 2-22-3） 

 
＜交通案内＞ 

●JR 渋谷駅 東口 徒歩 3 分   ●東京メトロ副都心線 渋谷駅 15 番出口 徒歩 2 分 

●東京メトロ銀座線 渋谷駅 徒歩 2 分  ●東急東横線 渋谷駅 15 番出口 徒歩 3 分 

●東京メトロ半蔵門線 渋谷駅 15 番出口 徒歩 2 分 ●東急田園都市線 渋谷駅 15 番出口 徒歩 3 分 

＜参加申込方法＞ 

○E-mail 又はお電話で、10 月 31 日（火）までに、事務局にお申し込みください。 

○お申し込みの際は、氏名、所属、職名、電話番号、E-mail アドレス又は FAX 番号をお伝え

ください。 

E-mail：h29kenshu@nsra.or.jp 

電話：03-5470-1994    FAX：03-5470-1990 


